
「草堂寺案内 付鳩摩羅什法師略伝・主峰定慧禅師略伝」

表紙写真説明文 「〃ヒ秦三蔵法師鳩摩羅什舎利塔」‐

草堂寺の歴史略記
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道場を創設す

〔前後 して世 に名 を残 す

に して圭 峰 山の麓

留 ま り草堂 を護 った とい う
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〃L秦 、訳経 道 場 を創設す

什 密 先後 共 流 芳

宝 塔 荘厳 圭 峰下

永 留慈護 草堂

〃ヒ秦、訳

鳩摩羅什

宝塔は荘

永 くここ

経

厳

に

||:111

草堂寺は、戸県の東南 20キ ロメー トルの圭峰山の麓に位置する。現在は宋

、` 村郷に属する。西安を隔つことおよそ 30キ ロメー トル。昔は後秦、ガヒ興道

、` 逍遥園2,一 部であらた。備 め 高僧鳩摩羅什はかつてここで経を訳したので
|

ある
`〃

1髄b費長房の「歴代三宝記」に、 「世に大寺と称す。これ本名にあら｀

ず、中に一堂を構え、仮に草で葺いてある。すなわち、その中で...仏 典

千■ を翻訳 した。」と記している。故に「草堂」という。古来より名勝の地で終
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になわち、東晋の隆安 5年 (401年 )｀(ガL興

よ国師 の礼 を もって彼 を接遇 し、逍 遥 園西 名

Ьせ た。鳩摩 羅什 は弘始 4年 か ら 15年 まで

その数は3000人にも達した。1視常.2嘱彊頷7僣:下亀亀「覺tiЪ色菫
八俊と称される弟子たちもおり、強力な助

馨然 となった。「大唐内典録」三

巻によれば、翻訳した大乗経論は 98部、435巻 にのぼる。鳩摩羅什は訳経の
-1ル

lt l かたゎら、逍遥園澄玄堂や草堂寺でしばしば仏典の講釈を行った。「晋書」
｀

によればI´碑翠 )、  遥園に赴き僧侶らを澄1玄 堂に集め鳩摩羅什の仏経説法を

聞かせ た と ころ鱗 僧侶 らは遠 方 か らも集 ま りそ の数 5000人 とな った。 」 こ

1哺  D譜
醤 駐 鷹】 界 LI裔 誌 鬱 滉

:.,だわ奮び 日本 の 日蓮 宗 はいず れ も

' 

メ 羅什 は傑 出 した仏 教 学者 で ある。彼 は中国文化 の発展史 上 に偉 大 な貢 献 を行
ノ

った。 1彼 は 中国仏 教 の三大訳経 師 の第一師で あ り、 また 中国翻訳 史 上 の一 大
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厨房で 3000の 僧に甘泉を供するなり。」

明趙函の「石墨華 、記」に曰く、 「草

史の頃、かつて隋の大業 2年 (606年 )正 月 8日 、その子世民 (当 時太宗、

9才 )が 目を患 い、 この寺 に仏 の保護 を求 めた ところ、仏 恩 を賜 り治癒 した

た め、石 像 を一体 奉納 した。 この功徳 によ り家族 らは福 徳 に恵 まれ 、永 年 災

害 に も遭 わず 李淵 は一心 に供養 した、 と亥Jま れ て い る。」 (石 碑 は二ず に 散  ∵

逸 したが、その文は圭峰碑の裏側に模して刻んである。)太宗は即位後寺を

参拝し、鳩摩羅什の訳経事業の偉大き、をたたえる詩を詠んだ。その詩に曰く、

秦朝明らかに現わす聖人の星、   ＼＼`
41遠 くよ り表 わ れ わが師 の徳 霊 に至 る。

十 万 の流砂 来 た りて錫 を振 り、

三千のネをゝ に訳経す。
文は金玉を含み朽ちることなきを知り、

凛凸レ濾 ξ菖謝 与詳
/ど

には明月、草
曙再駿

して。
この詩 は碑 廊 の石碑 に刻 まれてお じ

おり、前述の二つのエピソードは唐王朝の仏教への帰依の始まりを示すもの

■111メ 啓́て■r
翻訳 家 で あ る。      _―

嚢Э:磐盲 瑳穆′復 したI曰 く、 「唐の憲宗尭111.L,806
である。    /
清の乾隆時代 にギ

年

'‐

寺を修復 し洋 堂寺と改勤%。 」魏末周初、草堂は四寺:の 一つであったが、

この度の修復で琶 堂寺と称すべきこととなったイ
/省

の通史に曰く、 「唐は草

「守

堂 を栖禅寺 と改めた。」 「中国仏教」人物篇には、 「鳩摩羅什死後 400年 を

経て、穆宗の長慶元年 (831年 )、 宗密禅師が戸県 を訪れ、草堂寺の住職 と

して大いに仏教を振興させた。また、

し禅を修めた。」 と記 している。世に

あるいは このために付け られたのかも

碑 を改修するが碑の上部のみで本体はなくなっていた。 「金石粋録」 に書き

写された全文およそ 1500字 の碑文によれば、唐の昭宋り 時代 (894年 )を

過ぎ、梁開年間 (907年 )か ら後周の世宗時代 (954年 )ま での 60年 間に二

度の屋根葺きかえの史実を記 している。しか し、いつ清涼建福院に改め られ

たかは、なお記載がない。 このように草堂栖禅の名は従来 どお り用い られて

いる。金の章宗の世、明昌癸丑 (1193年 )排正大師が講堂を増築 したが、梁

/・
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は太く高く、やぐらは広々としていた。(存にあるとおり)元 の太宗丁未(1247

年)の始め、皇太子闊端は5年 間に4度 の発令により草堂寺の大規模葺きか
え工事 を行 った 。 (碑 文 によれ ば)明 の洪武 16年 (1383年 )僧 恵 明 は 同寺

に僧 会 司 を建 立 した。清 の乾 隆 31年

(碑 によれ ば )薙 正 12年 (1734年 )、

を寺の名とし、その写攣
史に残されて｀

当初 の寺 院 の規 模 につ いて は、文献 が 乏 しく詳細 は分 か らな いが 、建 福 院

の改修 碑 文 によれ ば、
・「南 は遠 く高 山 に連 な り、そ こで寺 院 の域 が尽 き る。

北 は長 河 に接 す る。す べ て これ伽 藍 の地 。 」 で あ る。 宋 の程 明道 は (lo59
0南 山に遊ん訓 作っ締 の酬 ほ 時 は怖 の軸 こ

挽 ilflT√ lTは十頃 (お よそ 66ヘ クタール)を 覆 う。」 と記 している。沫

邁には、 「十頃の竹林楼閣を巡る」の詩句がある。 これ らか ら当

規模 を知ることができよう。明の正徳 15年 (1520年 )、 王九思は

ヽ

び振藪■  「字 の土 台 は広 々 として前殿 の壁画 は甚 だ古 く、壁 には箭 王朝 時 代

の詩が多く刻まれている。西南隅にある鳩摩羅什塔はあずまやになってい

:λ、七、(奮 8こ鸞ご滉急謳鼈TT躍ビ蕊娠を∫奮こ傷贔L説 :1■

if彗量11属竃軋薇尿簡二身:|ザ撃λ舞暴li子暑[:姦λttit「トニ慮111書
根 こそ ぎ消 失 して しまった。 ただ寺 の裏 手 にあ る 4本 の銀杏 の木 だ けが 百 年

以 上 の ものな り。」明末 の崇禎 年 間 にな る と (1628年 )戦乱 が繰 り返 され 、

寺 は焼 かれ 略奪 の憂 き 目に会 った。新 しく

ば、 「寺 を以 って砦 とな し、 山 に因 りて城

48人 の僧侶 が居住 し、残 され た仏 閣 もな く

住 ん だ とい う:(砦 の 中の)現 在 の寺 院周

た城 跡 で あ る。 この頃か ら寺 院 の規模 は次

は、 「寺 僧 はひ っそ りと法 を修 め、残 った建物 を修理 し、天 王殿 5棟 を建 て  I・
.(

た。寺 内 は面 目を一新 し、昔 の情 景 を取 り戻 した。」嘉道 以 前 の寺 は まだ見  
イ

る価 値 が あ った ことがわか る。同治元年 (1862年 )、 仏 閣 は戦火 に焼 か れ 、

光 緒 7年 (1881年 )、 さ らに洪水 にみ まわれ 、廃電ル な らて後 、幾 度 か 再建  II
され る もの の次第 に落 ちぶれ て いった。開放 前 、寺 の外 には まだ 120畝 (お

よそ loヘ クタール )の 耕地 が あ り、当時 の寺院 の面積 は実測 お よそ 52畝 (お

よそ 3.4ヘ クタール)で あった。 (ぐ″
t.(、11二l

宗派系図碑か ら見ると、本寺は唐代すでに世襲寺とな り'(民 国 25年 初め四

方か らも僧侶の集まる叢林 と改め られ、優秀な人材を住職に迎え、僧侶 らに

よ り共同管理された。文革期には僧侶は離散 し、陳西省文物管理委員会が引

 ヽ: _
l tt
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き継いで管理 に当たった。1980年 には観光拠点として開放され、宗教政策が

定着す るにつれ、1984年 9月 1日 、寺僧による直接管理に戻った。 こうして、

寺は寺 らしい、僧は僧 らしい新 しい局面を迎えた。寺内には現在十人余の僧

が居住 し、正常な宗教生活を送っている。

1982年 4月 13日 1白 蓮宗友好訪華団の一行 54名 が遺徳 をたたえ、その恩

を知 り恩 に報いるため草堂寺を訪れ、開祖の庭に参拝 した。彼 らは鳩摩羅什

法師の彫像を一体奉納 し、わが国仏教の四衆 と共に読経 し、両国人民の安楽

と将来の友好 を祈念 した。 このような友好活動は、中日両国人民の友好往来

を促進す るだけでな く、わが国の政治的影響を強化するものである。

-4-



寺内に保存されている主要な文物

(1)ガヒ秦三蔵法師鳩摩羅什舎利塔は、後秦の弘始 15年 (413年 )に 建立 され、

今 日まで 1570余年を経てなお当時の姿を留めている。伝え られるところ
によれば、その石は西域か らの貢物である。塔の高さ 2.6メ ー トル、八面

十二層。玉 白、碑青、墨黒、乳黄、淡黄、浅藍、赤紫、灰色の八色の宝

石 を彫刻 しち りばめたもので、 このため「八宝玉石塔」 と称せ られる。

(2)唐 の圭峰定慧禅師の伝法碑は、唐の宣
キ

の大中 9年 (1855年 )に 建立さ

れ、今 日すでに 1loo年以上を経ても、字跡はなお明 らかである。これは

宰相の装休が文章を練 り、柳公権が象刻 した。筆法は秀麗、辞句は流暢、
まれにみる秀作である。

(3)草 堂 寺耕 正 大 師塔銘碑 は、金 の元光 2年 (1223年 )に 建 て られ 、仏 の教

えが埋 もれ 、僧 の掟 が衰 え るの を救 い、 また草 寺 に講 堂 を増築 した耕 正

大 師 の功績 を記 して 、後 世 の人 々 を励 ま して いる。

(4)逍遥園大草堂栖禅寺宗派系図碑は、大元の至正 12年 (1352年 )、 その

宗派の流れ を詳細 に記すために建立 された。教えは広 く行き渡 り、逸材
を輩出 している。

(5)勅 封 大 智 園正 聖僧禅 師僧肇碑 は、清 の雄正 12年 (1734年 )建 て られ た。

これ は 、薙 正 帝 が鳩 摩 羅什 の訳経 に協 力 した僧 肇 の功 績 とそ の徳 をた た

え るた め、勅 命 にて建立 した もので あ る。  n

(6)癸
T蒲督∫里喜了言h奮留乳翼

｀
凛ktは ?磐ξ″冒撃Fξ層〕とξぁ1、

極 めて貴 重 。草堂 の価 値 を一層 高めて いる。

(7)明 鋳大鉄鐘は万歴 19年鋳造された。重

鐘は僧たちに号令するための器である。

愚鈍 を醒まし蒙味を遠 ざける」である。

かで、一撞きで数十里に響きわたった。

さ一万斤 (5000キ ログラム )。

いわゆる「晩に打つはすなわち、

昔は朝晩撞 く鐘の音は大 き く豊

(8)碑廊 には唐の太宗が鳩摩羅什 を讃えた詩碑、歴代の文人が仕官後寺 に遊
び詠んだ詩、また寺院改修記などを刻んだ石碑 21体がある。こらの石碑
は寺院の盛衰 を研究する歴史資料 となるだけでな く、その書の芸術性は

観光客の称賛の的である。

-5-
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(9)竹林の裏手に古井戸が一つある。これは関中八景の一つ 、「草堂煙霧」で、

煙霧が立ち昇 る井戸である。言い伝えによれば、昔 この井戸 は秋冬の朝

夕必ず 白いガスが一筋昇った。煙のような霧のような ものが井戸か ら立

ち昇 り巨大な龍のように省城の西南まで巡 り、一種奇怪な光景 を呈 した。

このため この井戸 は 「草堂煙霧」 と呼ばれる。 しか し、今 日煙霧井戸は

まだあるものの、時が経ち地質な ど自然環境の変化 によ り再び煙霧 を見

ることはできない。ただその遺跡を留め観光客は当時を偲ぶ のみである。

かつての煙霧の原因は科学的に調査研究が行われてお り、 ここでは これ

以上述べることはしない。

治桑の変によ り、本寺はすでに甚だしく破壊され、旧大殿五棟 と僧房数棟
が残るのみである。建国後、党 と人民政府は歴史的文物の保護を重視 し、か
つて前後 して五度 にわた り本寺の改修 と増築を行った。新 旧の楼閣はすでに

45棟 に達 し、寺院は面 目を一新 した。開放政策の実施以来、多 くの国内外観

光客 を引きつけ、草堂寺はさらに強い光亡を放っている。今 日の草堂は、悠

久の歴史 をもつ名所 としてさまざまな容姿をもち、祖国の栄光 を増 し仏教の

繁栄 をもた らすであろう。

後 記

草 堂 寺 は開放 政策 の実施 以来 、 国内外 か らの観光客 が 日を追 って増加 し、

多 くの観光 客 か ら、草堂寺 の悠久 の歴史 や鳩摩羅什 法師 の訳経 の足 跡 を辿 り

た い との求 めが あ った ので、そ れ に応 え るた め、私 は草堂 寺 の委 託 を受 けて 、

1年 間 の資料 集 め と整理期 間 を経 て この冊子 を書 き上 げた。本冊子 の内容 に

つ いて は筆 力 に限 りある上 、資料 が乏 しい ことか ら、誤 りもあるか と思 う。

多 くの読 者 の皆 様 か らご意見 を頂 くことによ り、補足 と訂 正 の うえ再 版 で き

れ ば と希 望 して い る。

三 宝弟子 法航 楊作舟

省 仏 教協 会 会 長許 力功

中共戸 県県 委員会広 報 部

西暦 1987年

仏 暦 2531年

旧暦 4月 8日 仏 誕 生節

整 理

審 査

認 可

-6-



鳩摩 羅什 略伝 (344年 4̈12年 )

鳩摩羅什 (ク マーラジーヴァ)、 た原籍は不竿 (́イ ン ド)。 その父鳩摩羅炎

塁 免 I墓 こ 瓦 象し

'巣

lλ I鱈罠 Th霧「
舞「 Υ 濫 曹 λ饉 亀 L;機

｀

|

行 った 。亀 姦 国王 は羅 炎 の賢 な る絨 慕 い国師 に迎 えた。国王 の妹者 婆 (シ
―゙ウ

゛1 1

ァー)は年 20才 、聡 明 に して 明敏 。各 国よ り結婚 の 申 し出あ る も これ を受 け

ず 、羅 炎 に会 って後 心 引かれ妻 とな り、羅什 を生 んだ。羅什 は晋 の康帝 建元

2年 (344年 )生 まれ 。7才 の時母 に従 い出家 し「阿毘曇経 」 を誦 み ,0・ 12

才で母 とともに亀滋に戻った。自ら「発籠

一阿含」な どの経典 を誦んだ。羅什は 2C

卑摩羅叉 (へ
゛
イマーラチャ)か ら「十誦律」を 1

母は亀姦 を去 り天竺へ赴 くこととな り、出発に臨み息子 に言った。 「教えの
|‐

1
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し。 さて いかが な され るか。」羅什 曰 く、 「大士 の道 を行 うに体 の こ とは構

いません。 もし必ずや大化 を流布できる

を恨みに思 うことはあ りません。」亀弦

読み、その奥義 を思索 した。羅什は多 く

学び、分か らない個所 を勉強 した。羅什
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荷 秦 の建元 15年 (379年 ガド 争 動 噌 や弩』穐 らが亀滋 の遊 学か ら戻 り、電
勒

II

姦仏 教 の盛 況 ぶ りを讃 えた。時 の高僧釈質

いたが 、羅什 の高 名 を聞 くと、 中国 に こオ

建元 18年 (382年 )、 符堅 は眺騎 将軍 の :

向かわせた。呂光の出発に際し符堅は、 「かの地は略奪のための地ではない。

羅什 という優れた仏法僧がいるらしい。兵たちに心 して探させよ。」 こうし

て亀滋 を破 り、羅什 を連れて涼州に着いた。 (甘粛の武威で)符 堅が〃ヒ長 に

捕 らえ られ殺 されることを知るや、呂光は涼州にとどま り独立を宣 し、国号

を涼 とした。ガヒ長 もまた羅什の徳を慕い迎えようとしたがかなわず、裏亡き

後、子の興が立ち、〃L興 の弘始 3年派兵 し涼を討伐 した。涼の呂隆は降伏 し、

羅什ははじめて長安に入った。時に 12月 20日
ご

ある。羅什は涼に 18年 間

いたので この時、年すでに 58才 であった。〃ヒ
零

は羅什 を国師に迎え、逍遥

園西明閣にて仏教の翻訳に当た らせた。その
デ

よ り、各地か ら長安 に集 まる

は例を挙げ、その理油ぐ 述べた。一ヶ月分

く、1を1いノ
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僧侶の数が増え始め、3000人 にもの

訳経を始め、まず 「大智度論」と「/古 論」の翻訳に着手した。翌年〃L興 は、 ヽ

過謬電ナど套層32具 l｀信舌予[≧ドだIな [:寿ズ蛮量繁裏鯉Cu丙こ実|
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Ⅲ枷訳文を蒔ル¬こて暉
彗」 に訳 出 した。 また、 「百論 」 の訳文

気」な どの経典 を出 した。弘始 8年 よ り、

義」 、 「華厳 」お よび 「小 品般 若 」 な ど

の論文 を出 し、最後 に要 請 を受 けて 「成
｀
 実論 」 を翻 訳 した。羅什 は訳経 の合 間 に、逍遥 園澄玄堂や 草堂 寺 にて さ まざ

まな経 典 を講 釈 した。彼 が弘始 4年 か ら 11年 まで の 8年 間 に翻訳 した 「大

品搬 若 経 」 、 「法 華経 」 、 「維摩詰 経」 、 「阿弥 陀経 」 、 「金 剛経 」 な どの

経典 、 「中論 」 、 「百論」 、 「十二 門論 」 、 「大 智度論 」 「成 実論 」 な どの

論 文 は、龍 樹 中観 学派 の学説 を系統 的 に紹介 して いる。訳経 総 数 は、 「大 唐

内典 録 」三 巻 の記 述 によれ ば、 98部、425巻 で あ る。

羅什 は快活 な精 神 の持 ち主 で 、天性 の率直 さが あった。平 素 よ り己 を空 し

く して 専 ら大 乗 を教 え、道理 を説 くの に長 けて いた。機 に応 じて よ く会 得 し、

す ぐれ た理解 力 を備 えて いた。 また、文 学 の才 に富 み、訳文 の注釈 は言 葉 に

す るな り文 章 とな った。字句 の意 味 はあい まいな よ うで 、そ の実優 雅 さ と奥

深 さ に満 ちて いた。 た とえば、 「金 剛経 」 、 「維摩経 」 な どの分筆 の才 や文

章 の流 麗 さは、 中国文 学史 上 に新 天地 を開 いた といえよ う。羅什 は高齢 で は

あったが、彼の訳経活動はまだやまず、ある日、僧たちを冬ゅて目く:翻訳  、
した経典が後世まで伝えられることそ

とえ体 は (火葬で)焼かれるとも舌に

年)4月 13日 、羅什は長安逍遥園大F景

享年 70才 。遺体は天竺の習慣によ り火葬にした。体が燃えた後、果た して

尻重桑:尻冠賃]、、写賃雪ピ「疑霞「稼漁32冦重瓦TRttF菅じ賃塗集賂
ろうか。 これは伝説上の話であるが、羅

ンているといえよう。

チえた傑出した学者である。仏教三大訳

ンド五明などの学問に通 じ (文学、声明、

ラ)、     ほ姉¨ 要11レ 。彼

を流および｀
P印 本民の友情の発展 ととも

―一―、ヽ 1‐―

1事 、 III ご
―`イI｀｀

一 き■1蔦議 Jll I



圭峰定慧禅師略伝 (780‐841年 )

圭峰禅師、号は宗密、俗姓は何氏。四川省西充県の人。唐の徳宗の頃建中

元年 (780年 )生 まれる。幼少よ り儒書に通 じ、憲宗の元和 2年 28才 の時、

貢挙試験 に参加するはずだった。 ところが偶然満澤に行き、神会系の遂州大

雲寺の道園 と親 しくな り、彼に従って出家 した。同年l_m律 師か ら全ての戒律

を授け られた。ある日僧 らと□に行き、 「園覚経」を授けられ、読み終わる

やたちまち悟 りを開いた。戻って道園にこれを告げると、道園はこれを認め、

彼を大弘園頓の師 とし、 「華厳法界観門」を授けた。元和 5年 、襄権 に遊び

□覚寺で澄観の弟子霊峰 と遇い、澄観の編んだ 「華厳経疎 (疎 は解釈 )」 、
「随疎演義」を授けられたが、昼夜なく研究に没頭 し、 この疎の文章が伸び

やかで奥義に溢れていることを認識 した。そ こで書にしたためて作者の澄観

に送 り弟子の礼 を尽 くした。また、理解 したところを述べ、弟子玄珪、智暉

を遣わ して澄観 に送った。澄観は書をもって これを賛え、一度面会 し、理解

の正 しさを証明したいと希望 した。そ こで宗密は自ら長安に赴き礼をもって

謁 した。 この時宗密 33才 、澄観はすでに 74才 であった。この後 2年 間彼は

昼 も夜 も澄観に仕えた。憲宗 11年春、終南山智煩寺にて大蔵教を読んで 3

年 目、「園覚経科義」、「園覚経纂要」各一巻を撰 した。穆宗の長慶元年 (821

年)正 月、清涼山に遊び戸県に戻 り草堂寺に住み、 「園覚経疎」を起草 し、

後豊徳寺に行き、 「華厳経論貫」5巻 を著 した。 「華厳経」の要所次第 を明

らかにした。また、草堂寺南の 「圭峰蘭若」に入 り、経を読み禅を修めた。

大和の中文宗は、宗密を内殿に招き、仏法の大義を問い、紫の袈裟を賜 り、

大徳の号 を与えた。 この後 も何度か内殿にて法を説いた。朝廷の臣下および

一般の人々の中には、彼に帰依するもの多 く、とくに宰相□休はしばしば、

彼の教えを受け、深遠な境地に達 した。彼は常に仏の道 を教え導き国家の助

けとなることを己れの任 としていたので、門下には数千人もの僧侶、僧尼親

しく集 まった。武宗の会昌元年 (841年 )正 月 6日 、宗密は興福塔院で座 した

まま昇天 した。享年 62才。僧年 34才 。死後その姿はまるで生きているよう

に毅然 として、容貌には悦びが満ちていた。7日 後、道俗 らは全身を圭峰に

奉 じ荼毘に付 した。舎利数十個を拾ったが、いずれも明るい白色でつやつや

輝いていた。 これを興福塔院に建てた塔に納めた。宣宗か ら追って 「定慧禅

師青蓮の塔」を賜 り、大中 9年 には門人 らが草堂寺内に伝法碑 を建立 した。

宗密は草堂に留ま り、宗風を振い、草堂を中興させたが、また圭峰蘭若に

て経 を読み禅を修めた。仏法を広め道を説 くに 20年 の年月をかけた。 この

ため世に、 「圭峰禅師」 と称せ られる。澄観か ら華厳を学び悟 り開き、印証

を与え られた。 このため、華厳五祖 と崇め られる。彼の思想体系については、

□休が 「大方広園覚経疎序」の中で説いたとお り、禅師はすでに南宗の密印

を侃 し、園覚玄記を受け、大蔵教律を読み、 「唯識」、 「起信」な どの論文
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に精通 して いた。そ の後 、華厳法界 に足 を踏 み入れ 、園覚 道 場 に静 か に座 し、

一雨 の濡 れ る と ころ を究 め、五教 の一致 を窮 めた。宗 密 は 当初満 澤 宗 の禅 法

を伝 授 され 、 「園覚 経 」 を究 め、後 にまた澄観 よ り華厳 を学 んだ。 こう して 、

仏 教 と禅 を融合 させ 、教禅 一致 を唱道 した。彼 は若 い頃儒 学 を学 んで お り、

このた め仏 儒 ―源 を も主張 した ので ある。

以 上
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